
 

 

（第２号様式）   
令和７年４月３日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立厚木清南高等学校長（定時制）  

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月12日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

〇柔軟で多様な学び

のシステムを活か

した教育活動を推

進する。 

 

〇学ぶ大切さと、学

ぶ楽しさを経験さ

せる。 

①教育課程を適切に運

用し、柔軟で多様な

学びのシステムの有

効活用を目指す。 

 

②課程間で連携しなが

ら、１人 1 台端末の

利活用を促進し、学

ぶ大切さと、学ぶ楽

しさを経験させる授

業を研究する。 

 

① 課程間併修等の柔軟

で多様な学びのシス

テムの有効的な活用

について検討する。 

 

②課程や教科を超えて

情報共有を行い、学

ぶ大切さと、学ぶ楽

しさを経験させる授

業研究の推進、授業

環境の整備を行う。 

 

①教育課程の適切な運

用ができたか。課程

間併修等の有効的な

活用ができたか。 

 

②課程や教科を超えて

情報共有を行い、持

続可能な授業改善に

組織的に取り組むこ

とができたか。 

①多様な学習ニーズに
対応した柔軟で質の
高い学びの実現に向
けて、通信制の課程
や同時双方向オンラ
イン授業を活用した
個別学習支援制度の
運用を検討し、三課
程の教務内規を改訂
した。 

②「学ぶ大切さと、楽
しさを感じさせる授
業の工夫」をテーマ
に、三課程合同授業
研究会を実施し、授
業の在り方や１人１
台端末の活用に関し
て、各教科で議論を
重ねることができ
た。 

①引き続き、三課程
で協働し、柔軟で
多様な学びのシス
テムを活かした運
用を行う。生徒が
抱える多様な課題
に対応するため、
より有効な活用方
法を検討していく
必要がある。 

②課程を超えた情報
共有は行えたが、
教科を超えた共有
は少なかったと感
じる。 

次年度に向け、授業
研究の形態について
議論を重ねたい。 

①多様な学びのシステ
ムを有効に運用して
ほしい。 

②公開授業研究会はい
い企画ではあるが、
各課程で実情が違う
ので、まず、各課程
で行った後で全体で
もまとめるというこ
ともいいのではない
か。また、テーマや
実例を上げて実施す
るといいのではない
かと思う 

①個別学習支援制度
において、各課程
の状況やより柔軟
な運用方法につい
て協議・共有でき
た。来年度以降も
三課程で協働しな
がら、柔軟で多様
な学びのシステム
を活かす具体的な
方法を運用・検討
していく必要があ
る。 

②三課程合同の授業
研究会を実施し、
概ねテーマを深め
る内容となった。
一方で、教科間の
共有が少なかった
という認識もあ
る。 

①生徒が抱える多
様な課題に教員
が適切に対応し
ていくため、三
課程間で積極的
に情報共有を図
り、個別学習支
援制度のわかり
やすい運用を目
指す。また、教
育課程のあり方
についても検討
を進める。 

②授業研究会だけ
でなく、互観週
間等も活用し、
課程・教科を超
えた情報交換・
授業改善を行
う。 

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

〇誰もが自分らしく

過ごせる安全・安

心な学習環境を実

現する。 

 

〇生徒の主体的な活

動を充実させ、協

働する力と自己肯

定感を養う。 

①安全・安心な学校生活

を目指すと同時に、教育

相談と支援体制の充実を

図る。 

 

②命を大切にする意識を

高める。 

 

③ 学校行事等を通し

て、他者と協働する姿

勢や社会性を育み、生

徒一人ひとりの自己肯

定感を養う。 

①職員間での生徒情報の共

有を図るとともに、SC･

SSWの活用を促す。 

 

 

 

②命を大切にする教育を充

実させる。 

 

③生徒会役員や各種委員会

の委員が中心となって各

行事を企画・運営し、生

徒一人ひとりの主体的な

活動を実現する。 

①生徒情報の共有と SC･

SSW の活用がうまく行わ

れたか。 

 

 

②命を大切にする取り組み

が進んだか。 

 

③各行事等に、生徒会役員

や委員会の委員が中心と

なって企画や運営に積極

的に関わることができた

のか。またその結果、生

徒一人ひとりが主体的な

活動を実現できたか。 

 

①年次会やケース会議
を活用して、適切に
情報共有をすること
ができた。また、生
徒指導においては、
職員が連携して粘り
強く生徒対応し、保
護者の理解を得るこ
とができた。 

②生徒・職員に向けて
講師を招いて自殺対
策の講義を開催する
など、自他の命との
向き合い方を学ぶこ
とができた。 

③スポーツ大会やSEINAN

祭等において、生徒会

役員や委員会の生徒を

中心に企画・立案し、

当日の運営も生徒中心

に図ることができた。 

①サポートドックを
活用してSSWに繋い
だが、支援を必要
としている生徒・
家庭に対してより
積極的かつ予防的
な方策が求められ
る。 

②フードバンクを必
要としている生徒
への支援をより一
層充実していきた
い。 

③次年度以降、生徒
会や委員会の生徒
同士の連携を図る
機会を増やすこと
で、より生徒の活
動が活発的にな
り、協働する姿勢
や社会性を育む契
機としていきた
い。 

 
 
 
 
 
 
 

①後期などに生徒の足
が学校から遠のく傾
向があるので、学校
に引き寄せる方策
や、部活動の活性化
などが必要ではない
か。 

②コロナ以降生徒会の
活動が活発化してる
のはよいことだ。近
隣の小学校や地域の
自治体の行事などに
も参加するとさらに
生徒の協働意識の向
上につながるのでは
ないか。特に、近隣
自治会にもっと学校
のことを広報してや
っていることを認知
してもらう必要があ
る。 

②三課程が綿密に情報
を共有して共通の課
題を把握、解決する
ための努力が見えて
よかった。 

 

①穏やかに学校生活
を送る生徒が増え
ており、生徒と教
職員とは望ましい
関係を構築するこ
とができていると
いえる。 

②一人で悩まずに相
談することができ
るという雰囲気を
定時制全体で醸成
することができ
た。 

③生徒会や委員会活
動を通じて、生徒
主体の活動が図れ
たと感じる一方
で、その枠組みを
超えての連携・協
働する機会は少な
かったようにも感
じた。 

①毎年のことであ
るが、年度当初
に学校のルール
に馴染まない新
入生がいるの
で、早期の対応
が必要である。 

②クラスユナイテ
ッド等、教職員
が協力して生徒
対応にあたるよ
うに制度と運用
を深化させてい
く。人権研修会
等で意識を高め
る。 

③生徒活動の場で
生徒同士が連携
する機会や枠組
みをつくり、ま
た学年行事など
の場で、生徒が
より広範にわた
って活動できる
場を提供する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月12日実施） 

総合評価（３月31日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

〇高校生活の意義を

明確化し、キャリ

アを適切に形成し

ていくための支援

を行う。 

 

〇複雑化する進路選

択に対応しうる相

談体制を構築し、

進路希望を実現す

る。 

①三課程共同で複雑化す

る進路指導における課

題の発見と集約、課題

解決方法を策定する。 

 

 

②早期における自己の将

来設計を通して、生徒

一人一人が日々の学習

や活動に意欲的に取り

組めるよう支援する。 

①生徒の多様化に伴い、支

援も多様性を必要として

いる。専門機関へのあっ

せん等職員間で綿密な情

報共有を行う。 

②キャリア教育を通して日

本の就労事情や将来の変

化まで見通せる視野を養

う。 

①就労準備支援事業所や若

者サポートステーショ

ン、職業訓練校など、各

施設の情報を職員に共有

することが出来たか。 

②テーマ研究や職業科の授

業を通して、生徒の職業

観を養うことが出来た

か。 

①生徒の多様なニーズ
に対して、情報を共
有し、生徒の進路決
定にいかしていくこ
とが出来た。 

②職員間のコミュニケ
ーションを重視する
ことによって授業内
容を充実させ、生徒
の職業観、職業意識
を促進することが出
来た。 

①最終学年の進路指
導では、担任と生
徒が進めていくこ
とが主になり、ブ
ラックボックス化
しがちである。チ
ームで指導に当た
る意識を共有して
いくことが今後の
課題である。 

②体系的な計画を改
めて見直し、長い
期間働けるカリキ
ュラムを構築して
いきたい。 

①働く事を意識したキ
ャリア教育が必要で
はないか。また、イ
ンターンシップが重
要だが、実際には就
業につながっていな
いことが残念だ。ま
た、進路座談会はい
い試みだ。進路が決
定した生徒の話は有
効だ。 

②他課程の進路行事に
参加することは刺激
があっていい試み
だ。生徒と先生はグ
ーグルクラスルーム
で繋がっているよう
だが、保護者が先生
とがつながっていな
いので、新たな方策
を考えて欲しい。 

 

①卒業予定者のほぼ
全員が進路を決定
できたのは大きな
成果である。進路
活動を始めるのが
遅くなる生徒への
指導が課題であ
る。 

②職員間のコミュニ
ケーションを密に
して、チームでの
進路指導を引き続
き推進することが
必要である。 

①さらなる情報共
有と協働による
進路支援の深化
を目指すととも
に、社会情勢に
適した進路先の
職員間での共有
をしていく。 

②進路先でいかに
活躍し、重要な
人材として貢献
していくかを念
頭に進路学習を
考えていく。 

４ 地域等との協働 

〇社会に開かれた教

育課程の実現に向

けて、地域と連携

した教育活動を推

進する。 

 

〇学校の魅力・特色

の校外への情報発

信を推進する。 

① 地域貢献活動を推進

し、地域への情報発

信を行うとともに、

地域との相互理解を

深める。 

 

② 定時制の魅力や特色

を効果的に発信す

る。 

① クリーンウォーク等の

地域連携活動を通し

て、地域へ学校の教育

活動を発信し、連携を

深める。 

 

② 課程間で連携しなが

ら、ホームページ等の

情報発信の場や説明会

等の充実を図る。 

① クリーンウォーク等の

地域連携活動を実施

し、地域への学校の教

育活動を発信し、連携

を深めることができた

か。 

② ホームページ等の情報

発信の場を充実させ、

説明会等の行事を三課

程で連携しながら取り

組めたか。 

 

① ９月に予定していた 
クリーンウォークで
は、地域へ事前に情報
を発信し、自治会等で
周知してもらう機会を
設けていただくことが
できた。 

②HP 上の学校紹介動画や
定時制トピックスを更
新し、魅力の発信に努
めた。結果として、９
月の体験プログラムで
は約70名の方に来校い
ただいた。 

① 天候の影響で９月の
クリーンウォークは
実施できなかった。
天候に左右されず、
地域貢献活動が実施
できる方法も模索し
ていきたい。 

②HP の構成について、
整理しきれていない
部分がある。内容を
精査し、外部の方に
とって見やすいHPを
目指す。 

①学校防災についても
もっと近隣自治会な
どにも広報すること
が大切。学校が何を
やっているか分かる
ことが、自治会との
連携につながる。 

②ＩＣＴの活用はすす
んでいる半面、リテ
ラシーに不安を覚え
る。しっかりと教え
ることが必要だ。 

 

①クリーンウォーク
の実施にあたっ
て、地域へ事前に
情報発信をするこ
とできたが、この
機会のみに留まっ
てしまった。 

②年間通して、学校
説明会の情報や学
校行事の様子など
を掲載し、こまめ
な更新に努めた。
HPの構成や見やす
さについて、三課
程で調整していく
必要がある。 

① 地域の相互理解
をより深め、可
能であれば地域
の活動にも学校
や生徒が関わる
機会をつくって
いく。 

②三課程のHP担当
者のグループチ
ャットを作成
し、こまめな情
報交換を行い、
調整する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

〇生徒が安全・安心

に学校生活を送れ

るように教育環境

を整備する。  

 

〇教員の働き方改革

をさらに進め、教

育活動の充実につ

なげる。 

 

① 防災に関するマニュ

アルの点検・見直し

を行って、地域と協

働した防災活動を推

進する。 

 

② 学校の特色を生か

しつつ効率化や職

場環境改善を進め

る。 

 

①危機管理マニュアルを策

定するとともに厚木市・

近隣自治会と連携・協議

して地域防災活動を推進

する。 

②衛生委員会等を活用し働

きやすい環境づくりを検

討する。 

① 危機管理マニュアルの

策定は進んだか。地域

防災活動との連携は進

んだか。 

 

②働きやすさが向上した

か。 

 

①地域の実情に応じた
危機管理マニュアル
の策定を進めた。近
隣自治体との連携と
協議の機会を設ける
ことができなかっ
た。 

②ストレスチェックを
行った。また、衛生
委員会が中心とな
り、働き方改革と業
務改善に関するアン
ケートを実施し、職
場環境改善や業務の
効率化が進んだ。 

①近隣自治会との連
携・協議の方法を
学校側から積極的
に提案することが
必要となる。 

 
②アンケートの回答
率の向上と、アン
ケート結果の活用
を推進したい。 

①災害はいつ起こるか
予想できないので、
万全な体制を整えて
おいてほしい。 

②衛生委員会の活動、
日頃の繋がりの中で
互いに声を出せるこ
とはよりよい学校づ
くりにつながる。 

 

①危機管理マニュア
ルの見直しを行っ
た。その中で蘇生
ガイドラインを最
新版に変更するな
ど、掲載されてい
る情報を最新のも
のへと更新した。
現状に見合った更
なる見直しが必要
である。 

②ストレスチェック
を行った。また、
衛生委員会が中心
となり、働き方改
革と業務改善に関
するアンケートを
実施した。 

①掲載されている
情報を最新のも
のへと更新し続
ける。そして現
状に見合った更
なる見直しが必
要である。 

 
②アンケートの回
答率の向上と、
アンケート結果
の活用を推進し
たい。働き方改
革と業務改善を
中心に、職場環
境改善や業務の
効率化を進め
る。 

 


